
115.0%

103.5%

105.4%

77.2%

76.5%

74.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

H30年度

H29年度

H28年度

紹介率 逆紹介率

紹介率・逆紹介率 （地域医療支援病院）

※平成26年4月1日付の地域医療支援病院承認要件の変更に基づく定義による



3,027 

3,044 

3,094 

1,440 

1,384 

1,340 

8,585

8,147

8,443

6,000 4,000 2,000 0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000

入院となった経緯
救急車搬送入院 救外に徒歩・車 外来からの入院

【H28年度】

12,877件

24.0%

64.6%11.2%

23.1%

65.6%

65.9%

24.2%

10.4% 【H30年度】

13,052件

11.0%

救急外来 ← → 外来

【H29年度】

12,575件

救急外来に徒歩または車で来院 救急車搬送入院

3,029

3,076

2,836

2,973

2,921

2,886

121:27 5,587

5,759

6,151

1,334

1,381

1,439

-8,000件 -6,000件 -4,000件 -2,000件 0件 2,000件 4,000件 6,000件 8,000件 10,000件

救急外来受診の状態とその後の経過（内訳）

【H28年度】

【H30年度】

13

【H29年度】

5,876件

6,929件

47.5% 80.5%

18.9%48.3%

48.3%

49.1%

80.6% 19.3%

死亡・転院： 2.6%

転院・死亡 ： 0.2%

転院・死亡 ： 0.1%

123:22

2：6

7:3

13

7,597件

49.3%

死亡・転院： 2.4%

死亡・転院： 2.4% 転院・死亡 ： 0.1%

■ 入院 ■ 帰宅 ■ 転院 ■ 死亡

13

6,150件

141:13 8:1

13

■ 入院 ■ 帰宅 ■ 転院 ■ 死亡

7,150件6,142件

81.0%

19.3%50.1%

救急搬送← →徒歩または車で来院

救急外来受診患者数

H28年度：13,473

H29年度：13,292

H30年度：13,079



［データ準備］

・様式１：コードファインダーで「退院日」（退院日未設定のチェックを外す）でデータ出力

・EVE：「年月」を指定して、「検索」から「症例ダウンロード」する

・「平均在院日数」は「稼働統計データ」を使用する

予定・救急医療入院の区分（率）

2019/5/8 作成

平均在院日数

H25年度
H26年度

H27年度
H28年度
H29年度
H30年度

分子 ： 患者延べ人数（入院期間にも退院日は含まず）

1.0 日1.0 日

0日 2日

系列2 系列1

前立腺がん手術 術後平均在院

日数
DPC様式

１◆計算方法 分子 ： 対象症例の術後在院日数の総和6,493

6,374

6,411

5,808

6,022

6,283

0件 2,000件 4,000件 6,000件 8,000件 10,000件 12,000件 14,000件

H28年度

H29年度

H30年度

予定・緊急入院割合
予定 緊急

12,301

51.4% 48.6%

49.5%50.5%

47.2%52.8%

DPC様式１

件

12,396 件

12,694 件

12.5日

12.6日

12.2日

0日 5日 10日 15日 20日 25日 30日

H28年度

H29年度

H30年度

平均在院日数

◆計算方法

[ 全症例 ] *厚生労働省厚生統計に用いる式

分子 ： 患者延べ人数

分母 ： （ 新入院患者数 + 退院患者数 ）÷2

医事課統計データ

※ 以下の指標は入院患者について

臨床指標算出方法

［ 計測期間 ］

Ｈ２８年度 ： 平成２８年４月１日 ～ 平成２９年３月３１日 の退院症例

Ｈ２９年度 ： 平成２９年４月１日 ～ 平成３０年３月３１日 の退院症例

Ｈ３０年度 ： 平成３０年４月１日 ～ 平成３１年３月３１日 の退院症例

［ 使用データ ］

・ ＤＰＣ 様式1

医科レセプトに出力されない自費診療、または歯科（口腔外科など）の患者を除く

・ ＭＤＶ社 ＤＰＣ分析ソフト 「 ＥＶＥ 」

[ 但し、以下の１，２を除く ]

１.自動車賠償責任保険や労災保険、自費等の患者

２.一般病棟を一度も使用しなかった患者

・ 医事課統計データ



手術件数
項目
全体
OP室

OP室（全身麻酔下）
OP室（その他の麻酔）

OP室以外（カテーテル室・内視鏡室・救急外来等）

全身麻酔下手術実施率
項目
OP室

全身麻酔
全身麻酔（割合）
その他の麻酔

その他の麻酔（割合）

2,784 

2,593 

2,484 

1,536 

1,661 

2,097 

2,505 

2,335 

2,746 

0件 2,000件 4,000件 6,000件 8,000件

H30年度

H29年度

H28年度

OP室（全身麻酔下） OP室（その他の麻酔） OP室以外（カテーテル室・内視鏡室・救急外来等）

手術件数 （*延べ手術件数 但し、同一日の複数実施は１件とする）

OP室実施 4,320件

【 自費・口腔外科手術含む 】

OP室実施 4,254件

6,825件

7,327件

6,589件

OP室実施 4,581件

2,784 

2,593 

2,484 

1,536

1,661

2,097

0件 1,000件 2,000件 3,000件 4,000件 5,000件

H30年度

H29年度

H28年度

全身麻酔 その他の麻酔

手術室における全身麻酔下手術実施率

【自費・ 口腔外科手術含む 】

4,320件

4,254件

4,581件

64.4% 35.6%

61.0% 39.0%

54.2% 45.8%



全身麻酔下手術例の平均在院日数

手術平均在院日数

・ ＤＰＣ　様式1

　　　医科レセプトに出力されない自費診療、または歯科（口腔外科など）の患者を除く

10.0日

15.1日

9.0日

15.1日

10.0日

14.8日

0日 5日 10日 15日 20日 25日 30日

中央値

平均値

中央値

平均値

中央値

平均値

H
3
0
年
度

H
2
9
年
度

H
2
8
年
度

全身麻酔下手術例の平均在院日数

（全症例）

H28年度 2,368 件

H29年度 2,557 件

H30年度 2,661件

DPC様式１

※ 1入院中で全身麻酔手術が実施された患者の平均在院日数（同一入院期間中に複数回の手術を受けても１カウントとする ）

2,274

2,180

2,098

318

245

221

0件 500件 1,000件 1,500件 2,000件 2,500件 3,000件

H30年度

H29年度

H28年度

算定症例 未算定症例

全身麻酔手術症例に対する肺血栓塞栓症予防管理料算定症例の比率

◆ 計算方法

分子 ： 肺血栓塞栓症予防管理料算定症例数

分母 ： 全身麻酔実施症例数（ 15歳未満の症例を除く）

ＤＰＣ分析ソフト 「ＥＶＥ」臨床指標

89.9%

12.3%87.7%

9.5%

2,319

90.5%

10.1%

件

2,425 件

2,592 件



75件

58件

70件

22件

16件

17件

0件 20件 40件 60件 80件 100件

H30年度

H29年度

H28年度

肺がん手術件数

標準開胸下 胸腔鏡下（ VATS ）

◆対象とする手術

・肺悪性腫瘍手術

・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術

（※ 原発性肺がんに限る）

DPC様式１

7.0日

9.4日

7.0日

10.1日

7.0日

8.0日

12.0日

13.6日

12.5日

14.1日

10.0日

12.0日

0日 2日 4日 6日 8日 10日 12日 14日 16日

中央値

平均値

中央値

平均値

中央値

平均値

H
3
0
年
度

H
2
9
年
度

H
2
8
年
度

肺がん手術 術後平均在院日数
標準開胸下 胸腔鏡下（ VATS ）

◆計算方法

分子 ： 対象症例の術後在院日数の総和

分母 ： 対象症例数

DPC様式１



37件

34件

20件

13件

15件

14件

0件 10件 20件 30件 40件 50件

H30年度

H29年度

H28年度

胃がん手術件数 （ 開腹・腹腔鏡下 ）

開腹 腹腔鏡下

◆対象とする手術

・胃切除術（悪性腫瘍手術）

・胃切除術（単純切除術）

・胃全摘術（悪性腫瘍手術）

・腹腔鏡下胃腸吻合術

・腹腔鏡下胃切除術（悪性腫瘍手術）

・腹腔鏡下胃全摘術（悪性腫瘍手術）

・腹腔鏡下噴門部側胃切除術（悪性腫瘍手術）

DPC様式１

（ MDC ： 060020 ）

10.0日

14.5日

9.0日

10.7日

12.0日

15.3日

9.0 日

10.0 日

11.0 日

16.3 日

16.5 日

23.4 日

0日 10日 20日 30日

中央値

平均値

中央値

平均値

中央値

平均値

H
3
0
年
度

H
2
9
年
度

H
2
8
年
度

胃がん手術（ 開腹・腹腔鏡下 ） 術後平均在院日数
開腹 腹腔鏡下

◆計算方法

分子 ： 対象症例の術後在院日数の総和

分母 ： 対象症例数

DPC様式１



47件

38件

44件

0件 20件 40件 60件

H30年度

H29年度

H28年度

胃がん手術件数 （ 内視鏡下 ）

◆対象とする手術

・内視鏡的胃,十二指腸ポリープ・粘膜切除術（早期悪性腫瘍粘膜下層剥離術）

DPC様式１

（ MDC ： 060020 ）

6.0日

6.5日

6.0日

6.3日

8.0日

10.6日

0日 2日 4日 6日 8日 10日

中央値

平均値

中央値

平均値

中央値

平均値

H
3
0
年
度

H
2
9
年
度

H
2
8
年
度

胃がん手術（ 内視鏡下 ） 術後平均在院日数

◆計算方法

分子 ： 対象症例の術後在院日数の総和

分母 ： 対象症例数

DPC様式１



7件

8件

4件

22件

19件

18件

0件 5件 10件 15件 20件 25件

H30年度

H29年度

H28年度

肝がん手術件数 （開腹・腹腔鏡下 ）

開腹 腹腔鏡下

◆対象とする手術

・肝切除術

・腹腔鏡下肝切除術

DPC様式１

（ MDC ： 060050 ）

11.0日

13.6日

13.0日

15.0日

18.0日

18.3日

0日 5日 10日 15日 20日

中央値

平均値

中央値

平均値

中央値

平均値

H
3
0
年
度

H
2
9
年
度

H
2
8
年
度

肝がん開腹手術 術後平均在院日数

◆計算方法

分子 ： 対象症例の術後在院日数の総和

分母 ： 対象症例数

DPC様式１

肝がん手術件数 （ ＩＶＲ ・ ＲＦＡ ）



50件

56件

66件

95件

74件

83件

0件 50件 100件 150件 200件

H30年度

H29年度

H28年度

肝がん手術件数 （ ＩＶＲ ・ ＲＦＡ ）

IVR RFA

（ MDC ： 060050 ）

DPC様式１◆対象とする手術

・ ＩＶＲ （ ＴＡＣＥ等 ） ： 血栓塞栓術（選択的動脈化学塞栓術）

・ ＲＦＡ ： 肝悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法

149 件

130 件

145 件

4.0日

4.5日

4.0日

4.4日

6.0日

6.3日

6.0日

7.3日

5.0日

6.3日

7.0日

8.2日

0日 2日 4日 6日 8日 10日

中央値

平均値

中央値

平均値

中央値

平均値

H
3
0
年
度

H
2
9
年
度

H
2
8
年
度

肝がん手術（ IVR・RFA ） 術後平均在院日数

IVR RFA

DPC様式１◆計算方法 分子 ： 対象症例の術後在院日数の総和 分母 ： 対象症例数



125件

101件

102件

23件

26件

31件

0件 20件 40件 60件 80件 100件 120件 140件

H30年度

H29年度

H28年度

大腸がん手術件数

開腹 腹腔鏡下

◆対象とする手術

・結腸切除術（全切除・亜全切除又は悪性腫瘍手術）

・直腸切除・切断術

・腹腔鏡下結腸切除術

・腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術

・腹腔鏡下直腸切除・切断術

※ 内科的（内視鏡下）の手術は含まない

DPC様式１

（ MDC ： 060035・060040 ）

8.0日

10.2日

9.0日

11.7日

13.0日

15.8日

11.0日

15.9日

10.5日

16.7日

19.0日

18.8日

0日 5日 10日 15日 20日

中央値

平均値

中央値

平均値

中央値

平均値

H
3
0
年
度

H
2
9
年
度

H
2
8
年
度

大腸がん手術 術後平均在院日数
開腹 腹腔鏡下

DPC様式１◆計算方法 分子 ： 対象症例の術後在院日数の総和 分母 ： 対象症例数



42件

50件

51件

0件

0件

0件

0件 20件 40件 60件 80件

H30年度

H29年度

H28年度

前立腺がん手術件数 （腹腔鏡下・ロボット支援手術 ）

腹腔鏡下 ロボット支援手術

◆対象とする手術

・前立腺悪性腫瘍手術

・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

DPC様式１

（ MDC ： 110080 ）

8.0日

8.8日

9.0日

9.3日

11.0日

11.8日

0日 2日 4日 6日 8日 10日 12日 14日

中央値

平均値

中央値

平均値

中央値

平均値

H
3
0
年
度

H
2
9
年
度

H
2
8
年
度

前立腺がん手術 術後平均在院日数

腹腔鏡下 ロボット支援手術

◆計算方法 分子 ： 対象症例の術後在院日数の総和 分母 ： 対象症例数 DPC様式１

対象症例なし

対象症例なし

対象症例なし

対象症例なし

対象症例なし

対象症例なし



年度

H25年度

H26年度

H27年度

ＡＭＩ平均在院日数

ＡＭＩ症例数

年度

H28年度

H29年度

H30年度

2019/5/8 作成済み1%

1%

3%

56%

61%

65%

21%

18%

15%

8%

8%

6%

14%

12%

11%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H28年度

H29年度

H30年度

AMIにおける入院時の重症度

不明 Killip-Class1 Killip-Class2 Killip-Class3 Killip-Class4

◆計算方法 分子 ： 「Killip分類」 重症度分類別AMI症例数 分母 ： AMI症例数

（ MDC ： 050030 ）

DPC様式１

16.2日

14.0日

15.7日

13.0日

15.2日

13.0日

0 日 5 日 10 日 15 日 20 日 25 日

平均値

中央値

平均値

中央値

平均値

中央値

Ｈ
2
8
年
度

Ｈ
2
9
年
度

Ｈ
3
0
年
度

急性心筋梗塞（ AMI ）平均在院日数

◆計算方法 分子 ： AMI症例在院日数の総和 分母 ： AMI症例数

（ MDC ： 050030 ）

DPC様式１

（AMI症例）

Ｈ28年度 197件

Ｈ29年度 170件

Ｈ30年度 186件

[ 参考 ] 様式１ 「Killip分類 」

不明 ： 分類不明

Killip-Class１ ： 心不全の兆候なし

Killip-Class２ ： 軽症～中等の心不全（ 肺ラ音、３音、静脈圧上昇 ）

Killip-Class３ ： 重症心不全、肺水腫

Killip-Class４ ： 心原性ショック（収縮期血圧＜90mmHg、末梢循環不全）



退院時転帰

AMI緊急症例数

H28年度　緊急カテーテル（ＡＭＩ）実施における死亡率

79.1%

80.4%

79.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H28年度

H29年度

H30年度

急性心筋梗塞（AMI） 緊急カテーテル実施率

136

◆計算方法 分子 ： 緊急カテーテルを実施した患者数

分母 ： AMI緊急入院症例数 （ MDC6 ： 050030 ）
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H28年度 緊急カテーテル（ＡＭＩ）実施における死亡率
退院患者数 死亡患者数

0%

0%
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H29年度 緊急カテーテル（ＡＭＩ）実施における死亡率
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AMIにおけるKillip別死亡率

退院患者数 死亡患者数

0.0%

100.0%

33.3%

0.0%

1.0%

0.8%

2.5%

3.2%

10.7%

14.3%

38.5%

45.5%

46.2%

57.1%

52.4%

◆計算方法 分子 ： 死亡患者数 分母 ： AMI症例数 （ MDC6 ： 050030 ）
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H30年度 緊急カテーテル（ＡＭＩ）実施における死亡率

退院患者数 死亡患者数

0%

0%

5%

75%

38%

40%

9%

14%

29%

75%

◆計算方法 ［ 緊急カテーテル実施 ］ 分子 ： 死亡患者数 分母 ： 緊急カテーテル実施症例数

［ 緊急カテーテル実施なし］ 分子 ： 死亡患者数 分母 ： 緊急カテーテル実施なし症例数


